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始末書

私は、202X年X月X日、メールの誤送信により顧客5名分の個人情報を社外へ流出させるという重大なミスを引き起こしました。本件により、関係者の方々および貴社の社会的信用を著しく損なう結果を招いたことを深く反省し、心よりお詫び申し上げます。
今回の事案は、宛先入力時に自動入力機能へ依存し、送信前の確認や社内規定のダブルチェックを怠ったことが原因です。自身の過信と不注意により、情報管理に対する認識が極めて甘かったと言わざるを得ません。
今後は二度とこのような事態を起こさぬよう、外部送信時の承認フローを厳守するとともに、個人情報を含むメールの暗号化を徹底し、仕組みと意識の両面から再発防止に努めます。本件に関していかなる処分も真摯に受け止め、失墜した信頼の回復に邁進することをここに誓約いたします。
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